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章 市 

◎
市
民
課
の
窓
口
業
務

▽
届
出
・
登
録
・
証
明
書
等　

転

入
・
転
出
・
転
居
届
、
戸
籍
の

届
出
、
印
鑑
登
録
、
各
種
証
明

書
の
発
行
等
は
、
年
内
が　

日
２８

貉
ま
で
、
新
年
は
４
日
貉
か
ら

始
め
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

戸
籍
の
届
出
（
婚
姻
届
、
出
生

届
、
死
亡
届
等
）
は
、
休
み
の

間
で
も
市
役
所
の
夜
間
・
休
日

受
付
窓
口
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
課
・
内
線
１

０
１
７
ま
で
。

◎
各
施
設
の
休
館
・
休
場
日

　

年
末
年
始
の
休
館
・
休
場
日

は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。

◎　

月　

日
貍
の
土
曜
窓
口
業

１２

３１

務
は
お
休
み
で
す

　
　

月　

日
貍
の
市
役
所
本
庁

１２

３１

舎
の
土
曜
開
庁
（
午
前
８
時　
３０

分
〜
正
午
）
は
、
お
休
み
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
市
役
所
（
本
庁
舎
）
の
土
曜

開
庁
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

毎
週
土
曜
日
午
前
８
時　

分
３０

〜
正
午
に
、
市
民
課
、
保
険
年

金
課
、
課
税
課
、
納
税
課
、
子

育
て
支
援
課
、
保
育
課
が
開
庁

し
、
平
日
業
務
の
一
部
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
（
祝
日
及
び
年

末
年
始
は
除
き
ま
す
）。

※
窓
口
の
状
況
に
よ
り
、
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
電
話
に
よ
る
開
庁
課
へ
の
お

問
合
せ
は
、
月
〜
金
曜
日
に
お

願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
４
ま
で
。

今号の主な記事
平成 23年度上半期財政状況の公表  ……2面
子ども手当の申請はお早めに  …………2面
災害時
　要援護者避難支援登録制度  …………3面
地域包括支援センターの名称が
　高齢者ほっと支援センターに決定  …3面
市職員の給与・勤務条件等を公表  …4・5面

　

年
末
年
始
に
急
に
体
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
時
は
休
日

急
患
診
療
所
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
ご
利
用
の
際
は
保

険
証
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
問
合
せ
の
際
は

電
話
番
号
を
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
）。

【
休
日
急
患
診
療
所
】
立
野
１
―
１
０
３
４
―
２ 

�　
５６４

―
８
１
８
１
〔
都
立
東
大
和
高
校
西
側
（
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
隣
。
臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）〕

▽
診
療
期
間
・
受
付
時
間　
　

月　

日
貅
〜
平
成　

年
１

１２

２９

２４

月
３
日
貂
午
前　

時
〜　

時　

分
、
午
後
１
時
〜
３
時　

１０

１１

４５

４５

分▽
診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科

【
東
大
和
病
院
】
南
街
１
―　

―　
 

�　

―
１
４
１
１

１３

１２

５６２

　
　

月　

日
貊
〜
平
成　

年
１
月
３
日
貂
の
間
は
、
一
般

１２

３０

２４

外
来
診
療
を
休
診
し
ま
す
。
な
お
、
救
急
診
療
は　

時
間

２４

態
勢
で
行
い
ま
す
。

【
公
立
昭
和
病
院
】
小
平
市
天
神
町
２
―　
 

�　

―　

４５０

０４２

４６１

―
０
０
５
２

健康で働き生活を楽しみ

　 明 る い 家 庭 を

　　つ く り ま し ょ う

〔東大和市市民憲章（抄）〕

市役所の窓口業務 
年内の手続き等はお早めに 

市役所の窓口業務 
12月は28日（水）まで、1月は4日（水）から 

　今年も残りわずかとなりました。年内の市役所の
窓口業務は28日（水）までで終わり、29日（木）から来年の 
 1月 3日（火）まで休みになります。 
　年末の休み近くになると、市民課などの各窓口は
たいへん混雑しますので、手続きはお早めに済まさ
れるようお願いします。また、ご家庭や事業所等の
大掃除なども早めに行い、ごみの排出が一時期に集
中しないようご協力をお願いします。 

　表１　年末年始施設利用　　■休館・休場日　□平常業務
１月12月

区　　　分
5日貅4日貉3日貂2日豺1日豸31日貍30日貊29日貅28日貉27日貂

※　　　　 市 役 所 の 窓 口 業 務
（清原市民センターを含む） ※12月 31日の土曜窓口業務はお休みです。

ハ ミ ン グ ホ ー ル
児 童 館福

祉
施
設
等
の
利
用

保 健 セ ン タ ー
子ども家庭支援センター
老 人 福 祉 館

12月 28日貉 ・ １ 月 4 日貉 は受付業務のみを行います。市 民 体 育 館運
動
施
設
の
利
用

野球場は芝保護のため、1～ 2月は使用できません。上仲原公園テニスコート・野球場
桜 が 丘 市 民 広 場

12月 28日貉・ １月 4日貉 は受付業務のみを行います。公 民 館

教
育
施
設
の
利
用

地区会館(奈良橋・新堀・向原・清原)

地区集会所(桜が丘市民センター含む)
12月は 25日 豸 まで開館します。郷 土 博 物 館
12月は 26日 豺 まで開館します。中 央 図 書 館

図  
書  
館

12月は 25日 豸 まで開館します。桜が丘・清原図書館

1月 11日 貉 から巡回開始12月 21日 貉 で巡回終了移動図書館（みずうみ号）

※桜が丘図書館及びみずうみ号ステーションの返却ポストは 12月 28日貉～ 1月 4日貉の間、閉鎖します。

年
末
年
始
の
休
日
急
患 

　
　

月　

日
貅
〜
平
成　

年
１
月
３
日

１２

２９

２４

貂
の
間
は
、
一
般
外
来
診
療
を
休
診
し

ま
す
。
な
お
、
救
急
診
療
は
行
い
ま
す

が
、
当
院
は
三
次
救
急
医
療
施
設
（
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
）
で
す
の
で
、
主
に

生
命
危
機
を
伴
う
重
い
け
が
・
重
い
病

気
の
患
者
の
診
療
を
行
い
ま
す
（
休
日

・
夜
間
の
一
般
診
療
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

来
院
の
際
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
で
は
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
等
に
宅
地
内
の
排
水
管

（
排
水
設
備
）
の
詰
ま
り
な
ど
が
発
生
し
た
時
に
、
市
が

委
託
し
て
い
る
下
水
道
工
事
事
業
者
が
修
繕
等
の
対
応
を

し
て
い
ま
す
。
年
末
年
始
も
対
応
し
ま
す
の
で
、
緊
急
の

修
繕
が
必
要
な
時
は
、
市
役
所
（
�　

―
２
１
１
１
）
に

５６３

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
市
が
委
託
し
て
い
る
業
者
が
お
伺
い

し
て
対
応
し
ま
す
。

▽
受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
９
時　

分

３０

３０

▽
費
用　

全
額
自
己
負
担

▽
問
合
せ　

下
水
道
課
・
内
線
１
２
３
５
ま
で
。

年
末
年
始
に
排
水
管
が
詰
ま
っ
た
ら 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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年
末
年
始
の
収
集
は
、
地
域
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で

表
２
を
確
認
の
う
え
、
収
集
日
の
朝
８
時
ま
で
に
集
積
所

等
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
末
最
終
日
の
収
集
後

に
出
さ
れ
た
ご
み
や
、
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
等
は
、

収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、　

月　

日
貊
は
祝
日
で
す
が
、
ご
み
等
の
収
集

１２

２３

は
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

年
末
年
始
の
ご
み
・
資
源
物
の 

　
　
　
　
　
　
　
収
集
日
の
確
認
を 

　表2　年末年始のごみ・資源物収集〔 ※容器包装プラスチックは1月 3日貂にも臨時収集します〕
通常収集臨時収集臨時収集通常収集
1 月 4 日貉1 月 3 日貂12月 30日貊12月 29日貅12月 28日貉12月 27日貂12月 26日豺12月 23日貊12月 22日貅

容器包装
プラスチック燃えるごみ容器包装

プラスチック紙・布燃えるごみ缶・びん・
ペットボトル燃えるごみ芋窪・蔵敷・

上北台・立野

紙・布※容器包装
プラスチック燃えるごみ紙・布燃えるごみ容器包装

プラスチック燃えるごみ缶・びん・
ペットボトル

湖畔・奈良橋・
高木・中央・南街

缶・びん・
ペットボトル

※容器包装
プラスチック燃えるごみ缶・びん・

ペットボトル燃えるごみ容器包装
プラスチック燃えるごみ紙・布狭山・清水・清原・

新堀・多摩湖
容器包装
プラスチック燃えるごみ容器包装

プラスチック
缶・びん・
ペットボトル燃えるごみ紙・布燃えるごみ仲原・向原・

桜が丘

スポーツ祭東京2013　　　　　　　　　　　 ～東大和市はボウリング競技とスポーツチャンバラの開催地です第６８回国民体育大会・第１３
回全国障害者スポーツ大会(　　　　　　　　　　　　　)
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〈表 3〉 市債（借入金）の状況

（平成 23年 9月 30日現在）

構成比
（％）残　　　高区　　　分

55.7163億 5,652万　 157円一 般 会 計

44.3129億 9,071万 6,223円
下水道事業
特 別 会 計

100.0293億 4,723万 6,380円合 計

〈表 4〉 市 の 財 産

（平成 23年 9月 30日現在）

内　　　容面　　　積区　　　分

小学校 、 中学校、
保育園、 公園、
庁舎など

517,261㎡土 地

140,166㎡
建 物 
（ 延 面 積 ）

�

【
予
算
の
執
行
状
況
】

　

一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会

計
を
合
わ
せ
た
平
成　

年
９
月

２３

　

日
現
在
の
歳
入
・
歳
出
予
算

３０現
額
（
当
初
予
算
額
に
補
正
予

算
額
と
平
成　

年
度
繰
越
事
業

２２

費
を
加
え
た
額
）
は
、 四
五
九
億

六
、 
八
六
三
万
七
、 〇
〇
〇
円
で
、

各
会
計
の
上
半
期
の
予
算
執
行

状
況
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

■ 
一
般
会
計 
■

　

平
成　

年
度
の
当
初
予
算
額

２３

は
、
二
六
九
億
七
、
九
〇
〇
万

円
で
し
た
。
そ
の
後
の
補
正
予

算
に
お
い
て
、
地
方
交
付
税
、

繰
越
金
、
臨
時
財
政
対
策
債
等

を
財
源
と
し
て
、
民
間
保
育
園

施
設
整
備
補
助
事
業
費
や
道
路

補
修
事
業
費
及
び
家
具
転
倒
防

止
器
具
支
給
等
事
業
費
の
増
額

等
を
計
上
し
、
前
年
度
決
算
に

よ
る
繰
越
金
の
２
分
の
１
の
額

を
含
め
、
約
三
億
四
、
一
〇
〇

万
円
を
財
政
調
整
基
金
に
積
み

立
て
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
額
に
補
正
予
算
額

等
を
加
え
た
平
成　

年
９
月　

２３

３０

日
現
在
の
予
算
現
額
は
、
二
八

七
億
八
、
二
三
四
万
九
、
〇
〇

〇
円
と
な
り
ま
し
た
（
表
２
参

照
）。

■ 
特
別
会
計 
■

　

各
特
別
会
計
の
予
算
執
行
状

況
等
は
、
表
１
・
表
２
の
と
お

り
で
す
。
各
会
計
と
も
、
そ
の

設
置
目
的
に
従
い
、
事
業
の
執

行
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
市
債
（
借
入
金
）
の
状
況
】

　

道
路
、
下
水
道
等
の
整
備
や

学
校
等
の
施
設
建
設
な
ど
、
将

来
に
わ
た
っ
て
効
果
が
残
る
事

業
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
市
債

（
借
入
金
）
を
活
用
し
て
い
ま

す
。

　

市
債
の
残
高
は
、
平
成　

年
２３

９
月　

日
現
在
で
約
二
九
三
億

３０

四
、
七
二
四
万
円
で
す
（
表
３

参
照
）。

　

各
事
業
に
係
る
市
債
の
残
高

は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
将
来

の
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、
借

入
額
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
注

意
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

（
図
１
参
照
）。

【
基
金
（
積
立
金
）
の
状
況
】

　

一
般
会
計
の
基
金
（
積
立
金
）

に
は
、
年
度
間
の
財
源
調
整
を

図
る
財
政
調
整
基
金
と
福
祉
や

ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
た
め
の
特

定
目
的
基
金
が
あ
り
ま
す
。

平
成
２３
年
度
上
半
期
 

財
政
状
況
の
公
表 

〈表１〉 一般会計及び特別会計の予算執行状況
（平 成 23年 9月 30日現在）

執行率

 × 100

収入率

 × 100
支出済額収入済額予算現額区　分　

会計名   構成比 
％％千円万億千円万億％千円万億

36.348.855,58710473,50914062.698,234287一 般 会 計

45.733.751,3583988,6962818.617,11585国民健康保険事業
特　

別　

会　

計

34.816.532,405953,82845.885,41326下 水 道 事 業

26.424.976,77146,3980.605,6562土地区画整理事業

36.838.803901609,207169.595,88843介 護 保 険 事 業

31.523.822,449442,07332.904,55513後期高齢者医療

37.842.328,96217383,713194100.076,863459合　　　　　　計

〈表2〉 一般会計及び特別会計の予算の推移
（平 成 23年 9月 30日現在）

補正予算額（歳出）の
主な内容

予算現額前年度からの
繰越事業費補正予算額当初予算額区　分

 会計名 Ｄ＝Ａ＋Ｂ＋ＣCＢＡ
総務費：6,220万 6,000円増額
（市税過誤納還付金、福祉関係返還金の増額等）
民生費：1億 9,044万 8,000円増額
（国民健康保険事業特別会計繰出金、子ども手当
  支給事業費等の増額）
教育費：7,006万 5,000円増額
（文化施設管理費、教育センター運営費の増額等）
諸支出金：6億 3,546万 4,000円増額
（財政調整基金積立金の増額等）

千円万億千円万億千円万億千円万億

98,23428729,702776321007,900269一 般 会 計

前年度決算（精算）に伴う前年度繰上充用
金 1億 8,000万 5,000円の増額17,11585058,000169,11483国民健康

保険事業特

別

会

計

85,413260085,41326下水道事業

立野一丁目土地区画整理事業基金積立金
3,711万 6,000円の増額05,6562063,71141,9442土地区画

整理事業
前年度決算（精算）に伴う一般会計繰出金
5,500万 3,000円の増額等95,88843052,829143,05942介護保険

事 業
前年度決算（精算）に伴う一般会計繰出金
3,877万 5,000円の増額04,55513024,92589,62912後期高齢者

医 療

76,86345929,70275991407,062437合　　　計

��������������������������������������������������������������������������

　

経
費
の
削
減
に
努
め
、
基
金

の
と
り
く
ず
し
額
を
抑
制
し
た

結
果
、
平
成　

年
度
で
財
政
調

２３

整
基
金
の
積
立
予
算
額
を
増
額

し
、
基
金
残
高
は
増
加
し
ま
し

た
（
図
２
参
照
）。

【
市
の
財
産
】

　

小
・
中
学
校
や
保
育
園
等
の

公
共
施
設
の
土
地
・
建
物
の
財

産
は
、
表
４
の
と
お
り
で
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
財
政

課
・
内
線
１
４
３
１
ま
で
。

　

市
内
在
住
の
中
学
生
ま
で
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
、
子
ど

も
手
当
の
認
定
請
求
の
案
内
を

　

月
中
旬
に
送
付
し
ま
し
た
。

１０ま
だ
申
請
の
お
済
み
で
な
い
方

は
、
お
早
め
に
子
育
て
支
援
課

（
市
役
所
１
階
）
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
平
成　

年　

月
１

２３

１０

日
時
点
で
支
給
要
件
に
該
当
し

て
い
た
方
の
最
終
提
出
期
限
は
、

平
成　

年
３
月　

日
で
す
。

２４

３１

　

子
ど
も
と
別
居
し
て
い
る
方

で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
や
、

案
内
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た

方
、
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入

さ
れ
た
方
は
、
出
生
日
・
転
入

日
（
前
住
所
地
の
転
出
予
定
日
）

の
翌
日
か
ら
数
え
て　

日
以
内

１５

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
３
ま
で
。

子ども手当 
申請はお早めに 

子ども手当 
平成23年10月1日時点で支給 
要件に該当していた方の最終 
期限は平成24年3月31日です 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
で
は
、
東
大
和
市
男
女
共

同
参
画
推
進
計
画
の
平
成　

年
２２

度
推
進
状
況
を
ま
と
め
た
年
次

報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
は
、
平
成　

年
２２

度
の
計
画
推
進
状
況
に
東
大
和

市
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会

の
意
見
を
添
え
た
も
の
で
、
市

民
生
活
課
（
市
役
所
３
階
） 、
市

民
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
図
書

館
で
公
表
し
ま
す
。

※
報
告
書
の
内
容
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

◎
東
大
和
市
男
女
共
同

　
　
　
参
画
推
進
計
画

平
成
 22
 年
度
 

　
年
次
報
告
書
を

　
　
公
表
し
ま
す

※平成19～22年度は決算数値、平成23年度は平成23年9月30日現在の数値。 

〈図１〉市債（借入金）残高の推移 

350

400

300

250

200

150

100

50

億円 

平成22年度 

305.6億円 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 

317.6億円 305.7億円 

平成23年度 

293.5億円 
328.0億円 

一般会計  
下水道会計 

※平成19～22年度は決算数値、平成23年度は9月補正予算現在の見込み数値。 

特定目的基金 

財政調整基金 

（緑化基金、まちづくり文化基金ほか） 

25 

20 

15 

10 

5 

0

億円 

平成22年度 平成23年度 

〈図2〉基金（積立金）現在高の推移 

19.5億円 21.6億円 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 

5.2億円 
6.8億円 

8.7億円 
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市
で
は
、
東
大
和
市
次
世
代

育
成
支
援
計
画
に
基
づ
き
様
々

な
子
育
て
支
援
事
業
を
実
施
し
、

年
１
回
そ
の
実
施
状
況
を
公
表

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
後
期

計
画
の
初
年
度
と
な
る
平
成　
２２

年
度
の
事
業
実
施
状
況
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

▽
報
告
書
の
閲
覧
・
配
布
場
所

子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
１
階
）、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、

市
民
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
図

書
館

※
報
告
書
の
内
容
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
１
ま
で
。

◎
次
世
代
育
成
支
援
計
画
〔
後
期
〕 

　
〜
す
こ
や
か
親
子
支
援 

5 

か
年
計
画
Ⅱ
〜 

平
成 

22 

年
度
実
施
状
況
報
告
書
を 

公
表
し
ま
す 
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市
で
は
、
東
大
和
市
災
害
時

要
援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン

（
全
体
計
画
）
に
基
づ
き
、
災

害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
登
録

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
登
録
者
情
報
を
、

地
域（
民
生
委
員
、 自
治
会
等
） 、

関
係
機
関
（
警
察
・
消
防
署
、

社
会
福
祉
協
議
会
等
）
に
提
供

し
、
災
害
発
生
時
の
安
否
確
認

や
避
難
誘
導
等
の
支
援
活
動
が

速
や
か
に
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
整
備
し
ま
す
。

▽
対
象

①
要
介
護
認
定
３
以
上
の
方

②
心
身
等
に
障
害
が
あ
る
方

③
要
支
援
、
要
介
護
認
定
１
・

２
で
１
人
暮
ら
し
の
方

④
要
支
援
、
要
介
護
認
定
１
・

２
で
同
居
者
が　

歳
以
上
の
高

６５

齢
者
の
み
の
方

⑤
難
病
（
国
・
都
の
難
病
等
医

療
助
成
認
定
）
患
者
の
方

⑥
妊
産
婦
・
乳
幼
児
の
方

⑦
そ
の
他
支
援
が
必
要
と
判
断

さ
れ
る
方

※
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
居
し
て

い
る
方
は
除
き
ま
す
。

▽
登
録
方
法　

所
定
の
登
録
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

対
象
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き

災害時要援護者 

避難支援 

登録制度 

る
保
険
者
証
や
手
帳
を
持
参
し
、

福
祉
推
進
課
（
市
役
所
２
階
）

で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
書
の
配
布
場
所　

公
民

館
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
推
進
課
、

高
齢
介
護
課
（
市
役
所
２
階
）、

障
害
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
３
ま
で
。

　

東
大
和
市
消
防
団
で
は
、　
１２

月　

日
豺
〜　

日
貊
の
間
、 
歳
末

２６

３０

警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

　

例
年
こ
の
時
期
は
、
空
気
が

乾
燥
し
て
火
災
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
放
火
等

に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
も
、
夜
、
お
休

み
の
前
に
は
火
の
元
の
確
認
や

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
な
ど
、
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
警
戒
時
間　

午
後
８
時
〜　
１０

時▽
警
戒
実
施
場
所　

市
内
全
域

※
各
分
団
が
受
け
持
ち
区
域
を

巡
回
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
１
ま
で
。

■
北
多
摩
西
部
消
防
署
〜
年
末

年
始
の
事
故
に
注
意
を
！

　
　

月
は
掃
除
中
の
事
故
に
よ

１２
り
救
急
搬
送
さ
れ
る
方
が
非
常

に
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
餅

等
に
よ
る
高
齢
者
の
窒
息
事
故

も
年
末
年
始
に
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
大
掃
除
中
に
お
け
る
事
故
防

止
の
ポ
イ
ン
ト
】

�
脚
立
や
イ
ス
に
上
が
っ
て
掃

除
す
る
場
合
は
、
安
定
し
た
足

場
を
選
ぶ
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
を

崩
さ
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

�
年
齢
や
体
力
を
勘
案
し
、
無

理
な
作
業
は
控
え
る
。

�
窓
や
扉
を
開
閉
す
る
時
は
、

他
の
人
の
指
を
挟
ま
な
い
よ
う

注
意
す
る
。

�
洗
剤
や
漂
白
剤
は
使
用
上
の

注
意
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
使
用

し
、
複
数
の
洗
剤
・
漂
白
剤
を

使
用
し
な
い
。
ま
た
、
換
気
に

十
分
注
意
す
る
。

�
漂
白
剤
や
洗
剤
は
子
ど
も
が

誤
飲
し
な
い
よ
う
、
子
ど
も
の

手
の
届
く
場
所
に
放
置
し
な
い
。

【
窒
息
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

餅
だ
け
で
は
な
く
肉
、
コ
ン

ニ
ャ
ク
、
り
ん
ご
な
ど
様
々
な

食
べ
物
に
よ
る
同
種
の
事
故
が

発
生
し
て
お
り
、
死
亡
事
故
に

つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

�
餅
・
肉
な
ど
は
、小
さ
く
切
っ

て
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
す
る
。

�
ゆ
っ
く
り 
噛 
ん
で
食
べ
る
。

か

▽
問
合
せ　

北
多
摩
西
部
消
防

署
�　

―
０
１
１
９
へ
。

５６５

■
東
大
和
警
察
署
〜
飲
酒
運
転

を
根
絶
し
よ
う
！

　

年
末
は
、
忘
年
会
な
ど
で
お

酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
車
両
を
運
転
す
る
方
は
、

飲
酒
運
転
が
犯
罪
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
、
お
酒
を
飲
ん
だ
ら

絶
対
に
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
運
転
し
な
い
方
で
も

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
処
罰
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

�
飲
酒
運
転
を
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
人
に
対
し
て
、
車
両
を
提

供
す
る
こ
と

�
飲
酒
運
転
を
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
人
に
対
し
て
、
酒
類
を
提

供
す
る
こ
と

�
ド
ラ
イ
バ
ー
が
飲
酒
運
転
し

て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、

車
両
に
乗
せ
て
く
れ
る
よ
う
依

頼
・
要
求
を
し
て
車
両
に
同
乗

す
る
こ
と

※　

月　

日
〜　

日
の
間
、
飲

１２

２２

２８

酒
運
転
さ
せ
な
い
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
�

　

―
０
１
１
０
へ
。

５６６

　

平
成　

年
度
か
ら
施
行
す
る

２４

各
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▽
意
見
募
集
期
間　
　

月　

日

１２

１６

貊
〜
平
成　

年
１
月
６
日
貊

２４

▽
素
案
の
提
示
場
所　

障
害
福

祉
課
（
市
役
所
１
階
）、高
齢
介

護
課
（
市
役
所
２
階
）、市
民
セ

ン
タ
ー
、
公
民
館

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
可
。

▽
意
見
の
提
出
方
法　

障
害
者

計
画
等
に
つ
い
て
は
、郵
送（
〒

　
　

東
大
和
市
中
央
３
―　

）、

２０７-
８５８５

９３０

フ
ァ
ク
ス（　

―
５
９
２
８
）・

５６３

メ
ー
ル（shogaifukushi@

cit
y.higashiyam

ato.lg.jp

）等

で
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ

い
て
は
、
郵
送
（
〒　
　

東
大

２０７-
８５８５

和
市
中
央
３
―　

）、フ
ァ
ク
ス

９３０

（　

―
５
９
３
０
）
・
メ
ー
ル

５６３
（koureikaigo@

city.higash
iyam

ato.lg.jp

）等
で
提
出
。

■
障
害
者
計
画
等
及
び
介
護
保

険
事
業
計
画
市
民
説
明
会

　
　

月　

日
貅
／
午
後
の
部
は

１２

２２

午
後
２
時
か
ら
、
夜
間
の
部
は

午
後
７
時
か
ら
（
各
部
の
説
明

は
同
じ
）
／
市
役
所
会
議
棟
第

１
・
２
会
議
室

■
介
護
保
険
事
業
計
画
市
民
説

明
会

　
　

月　

日（
祝
日
）／
午
前
の

１２

２３

部
は
午
前　

時
か
ら
奈
良
橋
市

１０

民
セ
ン
タ
ー
、
午
後
の
部
は
午

後
２
時
か
ら
南
街
市
民
セ
ン
タ

ー
（
説
明
は　

日
貅
と
同
じ
）

２２

�
お
問
合
せ
は
、
障
害
福
祉
計

画
等
に
つ
い
て
は
障
害
福
祉
課

・
内
線
１
１
２
３
、
介
護
保
険

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
高
齢
介

護
課
・
内
線
１
１
７
１
ま
で
。

　
第
2
次
障
害
者
計
画
・
 

　
 第
3
期
障
害
福
祉
計
画
 

 
（
素
案
）及
び
第
5
期
介
護

　
 
 保
険
事
業
計
画（
素
案
）

ご
意
見
を
 

　
募
集
し
ま
す

　

離
職
等
に
よ
り
住
居
に
お
困

り
の
方
を
支
援
す
る
た
め
、
住

宅
手
当
（
家
賃
補
助
）
の
支
給

を
行
い
ま
す
。

　

申
請
方
法
等
の
詳
細
は
、
生

活
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
主
な
支
給
要
件

�
離
職
前
ま
た
は
申
請
時
点
で

主
た
る
生
計
維
持
者
で
あ
る
方

�
平
成　

年　

月
１
日
以
降
離

１９

１０

職
し
た
方

�
就
労
能
力
及
び
就
労
意
欲
が

あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

申
込
み
を
行
う
方

�
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
方
ま

た
は
喪
失
す
る
恐
れ
が
あ
る
方

�
原
則
と
し
て
収
入
の
な
い
方
、

も
し
く
は
収
入
が
あ
る
場
合
で

同
居
の
世
帯
合
計
の
月
額
収
入

が
次
の
①
〜
③
の
金
額
以
下
で

あ
る
方
〔
①
単
身
世
帯
で
八
万

四
、〇
〇
〇
円
＋
家
賃
額（
支
給

限
度
額
）
②
２
人
世
帯
で
一
七

万
二
、
〇
〇
〇
円
③
３
人
以
上

の
世
帯
で
一
七
万
二
、
〇
〇
〇

円
＋
家
賃
額
（
支
給
限
度
額
）〕

�
生
計
を
一
と
す
る
同
居
の
親

族
の
預
貯
金
が
次
の
①
②
の
金

額
以
下
で
あ
る
方
（
①
単
身
世

帯
で　

万
円
。
②
複
数
世
帯
で

５０

　

万
円
）

１００▽
支
給
期
間　

当
初
６
か
月
間
、

一
定
の
要
件
に
よ
り
３
か
月
間

の
延
長
が
あ
り
ま
す
。

▽
支
給
額　

単
身
世
帯
で
五
万

三
、
七
〇
〇
円
。
複
数
世
帯
で

六
万
九
、
八
〇
〇
円
。

※
単
身
・
複
数
世
帯
共
に
上
限

額
。
家
賃
の
実
費
分
に
つ
い
て

支
給
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

生
活
福
祉
課
・
内

線
１
１
１
６
ま
で
。

　

市
と
東
京
都
の
教
育
相
談
機

関
で
は
、
子
ど
も
の
教
育
、
進

路
の
こ
と
に
つ
い
て
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
１

　

市
報
９
月　

日
号
で
お
知
ら

１５

せ
し
ま
し
た
施
設
名
称
募
集
に

つ
い
て
、
多
数
の
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
東
大
和
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

で
慎
重
に
選
定
を
し
た
結
果
、

「
温
ま
る（
Ｈ
Ｏ
Ｔ
）」、「
ホ
ッ

と
す
る（
安
心
す
る
）」
よ
う
な
、

温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
る
場
所

の
意
味
と
し
て
「
ほ
っ
と
」
を

採
用
し
、
高
齢
者
が
対
象
の
施

設
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る

た
め
に
「
高
齢
者
」
と
「
支
援
」

を
加
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
施
設
を
区
別
す
る

た
め
に
「
東
大
和
市
高
齢
者
ほ

っ
と
支
援
セ
ン
タ
ー
い
も
く

ぼ
」、「
東
大
和
市
高
齢
者
ほ
っ

と
支
援
セ
ン
タ
ー
き
よ
は
ら
」、

「
東
大
和
市
高
齢
者
ほ
っ
と
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ん
が
い
」
と
所

在
地
の
名
称
を
ひ
ら
が
な
で
記

載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

「
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に 

　
　
　
　
　
　
　
名
称
が
決
定
し
ま
し
た 

　

な
お
、
応
募
作
に
『
ほ
っ
と
』

と
い
う
言
葉
を
引
用
し
て
い
る

２
人
の
方
を
表
彰
対
象
者
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
応
募

結
果
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
平
成　

年
４
月
開
設
の
市
内

２４

３
か
所
目
と
な
る
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
準
備
中
で
す
。

▽
応
募
総
数　
　

点
７２

▽
表
彰
対
象
者
（
敬
称
略
）

宮
島
巖
（
上
北
台
在
住
）、
鈴
木

博
道
（
埼
玉
県
草
加
市
在
住
）

※
表
彰
対
象
者
に
は
、
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
４
ま
で
。

12
 月
 26
 日
 （月）
 〜
 30
 日
 （金）
 

東
大
和
市
消
防
団
が 

　
　
歳
末
警
戒
を
実
施
し
ま
す 

人
で
悩
ま
ず
に
早
め
に
相
談
を

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽
対
象　

児
童
・
生
徒
、
保
護

者
、
学
校
教
職
員
な
ど

▽
相
談
機
関　

表
１
・
２
の
と

お
り

▽
問
合
せ　

指
導
室
・
内
線
１

５
３
４
ま
で
。

��������������������������

◎
失
業
等
に
よ
り
 

 住
宅
に
お
困
り
の
方
へ

住
宅
手
当
緊
急

 特
別
措
置
事
業

一人で悩まずに 
まずは相談しましょう 

教育相談機関の 

ご案内 

表 1  市教育委員会教育相談機関
月～金曜日（祝日及び年末年始
は除く）午前 10 時～午後 5 時
� 562-7911（要予約）

さ わ や か
教育相談室

月～金曜日（祝日及び年末年始
は除く）午前 9 時～午後 4 時
� 567-0346

い じ め
電 話 相 談

毎週火曜日午前 0 時～翌日
午前 0 時

毎週火曜日
2 4 時 間
電 話 相 談

固定電話（IP電話は除く）をご
利用の方は� 090-310-143 を
かけ、ガイダンス応答後
0 120-903-194 （通話料無料）

携帯電話、P H S、I P 電話を
ご利用の方は � 090-8949-
2191 （通話料有料）
第2・4水曜日（祝日は除く）
午後 3 時～ 5 時
� 567-0346

子 ど も の
人 権 相 談

表 2  東京都教育相談機関（年末年始は除く）
午前9時～午後9時月～金曜日東 京 都

教 育 相 談
セ ン タ ー

午前9時～午後5時土・日・祝日
 � 0 3 － 5 8 0 0 － 8 0 0 8

 午 前9時～午後8時30分月～金曜日 子 ど も の
権 利 擁 護
専門相談事業

午前9時～午後5時土・日・祝日
 � 01 2 0 － 8 7 4 － 3 7 4

午前8時～午後8時月～金曜日警 視 庁
少年育成課
少年相談室

 午 前8時30分～午後5 時土・日・祝日
 � 0 3 － 3 5 8 0 － 4 9 7 0

放火火災が多発しています 放火されない環境をつくるためには、地域の協力が必要です。ごみは収集日の朝に出し、家の周りに燃えやすいものを
置かないでください。また、車庫や物置などは確実に施錠しましょう／北多摩西部消防署� 565 － 0119 へ
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�

1　職員の任免及び職員数に関する状況

（1）職員の任免の状況
  ①採用者数及び退職者数の状況（平成22年度）

退職者数採用者数区　分
23年3月31日22年4月1日～23年3月30日（参考）23年4月1日22年4月2日～23年3月31日22年4月1日
14人1人20人14人19人一般事務職
 4人0人0人2人0人技 術 職
 2人0人0人0人0人保 育 士
0人0人0人0人0人栄 養 士
0人0人0人0人2人保 健 師
0人0人0人0人0人看 護 師
0人0人0人0人1人歯科衛生士
2人0人0人0人0人技能労務職
22人1人20人16人22人計

  ②事由別退職者数（平成22年度）
計死亡失職分限懲戒普通勧奨定年
23人0人0人0人0人8人0人15人

（2）職員数の状況
 ①部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

主な増減理由対前年
増減数

職員数区　分
平成 23年平成 22年部　門

0人7人7人議　　 会

一
般
行
政
部
門

欠員補充、業務増7人112人105人総　　 務
欠員補充、業務増4人39人35人税　　 務
事務の民間委託△ 3人112人115人民　　 生
業務増1人29人28人衛　　 生

0人3人3人農林水産
0人2人2人商　　 工

業務増3人33人30人土　　 木
12人337人325人小　　 計

欠員補充 1人86人85人教　　 育特
別
行

政
部
門  1人86人85人小　　 計

 0人6人6人下 水 道公
営
企
業
等

　

会
計
部
門

業務増1人32人31人そ の 他
1人38人37人小　　 計
14人461人447人合　計

注 1）職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者及び派
遣職員を含み、一部事務組合への派遣者や臨時または非常勤の職員を除きます。
注 2）教育部門の職員数には、教育長を含みます。

 ②級別職員数の状況（平成23年4月1日現在）
 　ア．一般行政職

計5級4級3級2級1級区　　分
部長課長係長主任主事標準的な職務内容

432144392147136職　員　数（人）
100.03.210.021.334.031.5構　成　比（％）

注 1）東大和市職員の給与に関する条例に基づく行政職給料表（1）の職務の級の区分による職員数です。
注 2）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

 　イ．技能労務職
計2級1級区　　分

技能主任技能主事標準的な職務内容
28280職　員　数（人）
100.0100.00.0構　成　比（％）

注 1）東大和市職員の給与に関する条例に基づく行政職給料表（2）の職務の級の区分による職員数です。
注 2）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

 ③年齢別職員構成の状況（平成23年4月1日現在）
計50歳～ 59歳40歳～ 49歳30歳～ 39歳20歳～ 29歳20歳未満区　分
460133144124590職員数（人）

 ④定員適正化の状況
 　ア．定員適正化計画の概要
 　　　計画期間：平成19年度～23年度
 　　　目 標 値：平成23年度当初の職員数500人
 　イ．年次別職員数（実績）の概要　　　　　　　（各年4月1日現在、単位：人）

19～23年職員
数（率）の推移

23年
5年目

22年
4年目

21年
3年目

20年
2年目

19年
1年目

18年
計画前年

　　　　　区分
部門　　　　　

△ 31
（△ 8％）

12△ 12△ 6△ 25△ 14前年比
一般行政

337325337343368382職員数
△ 13

（△ 13％）
1△ 70△ 7△ 4前年比

特別行政
8584919198102職員数

△ 1
（△ 2％）

1△ 1△ 32△ 9前年比公営企業
等　会　計 383738413948職員数

△ 45
（△ 8％）

14△ 20△ 9△ 30△ 27前年比
合　計

460446466475505532職員数
注）特別行政部門の職員数には、教育長を含みません。

2　職員の競争試験及び選考の状況
（1）職員採用試験の実施の状況（平成22年度）
　平成22年4月実施　　　　　　　　　　  平成22年10月実施

合格者数受験者数応募人数職　種合格者数受験者数応募人数職　種

20人428人524人一般事務15人185人210人一般事務
　0人　12人　12人土木技術　1人　15人　17人土木技術
　0人　　6人　　7人保 健 師　1人　16人　17人建築技術

　0人　　7人　　8人保 健 師

〈次ページへ続く〉

市職員の給与・ 
勤務条件等を公表 

　

市
で
は
、
人
事
行
政
の

公
平
性
や
透
明
性
を
高
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の

ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、

東
大
和
市
人
事
行
政
の
運

営
等
の
状
況
の
公
表
に
関

す
る
条
例
を
制
定
し
、
年

１
回
、
職
員
の
任
免
、
給

与
、
勤
務
条
件
、
服
務
、
研

修
等
人
事
行
政
の
運
営
の

状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

市
報
で
は
そ
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
給
与
決
定
の
仕
組
み
】

　

地
方
公
務
員
の
給
与
は
、

地
方
公
務
員
法
に
よ
り
、

生
計
費
、
国
や
他
の
地
方

公
共
団
体
の
職
員
、
民
間

企
業
の
従
業
員
の
給
与
な

ど
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
や
都
は
毎
年
、
民
間

企
業
と
の
均
衡
を
図
る
た

め
に
民
間
給
与
の
水
準
を

調
査
し
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
た
勧
告
を
行
い
ま
す
。

市
職
員
の
給
与
は
、
こ
れ

ら
の
勧
告
や
多
摩
各
市
の

動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
市

議
会
の
議
決
を
経
た
条
例

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

【
職
員
定
数
の
適
正
化
】

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
事

務
事
業
の
見
直
し
、
組
織

の
合
理
化
、
民
間
委
託
の

推
進
な
ど
を
通
じ
て
職
員

数
の
適
正
化
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
職
員
数
は

平
成
６
年
度
の　

人
を
ピ

６５２

ー
ク
に
、
平
成　

年
度
当

２３

初
は　

人
と
な
り
ま
し
た
。

４６０

▽
問
合
せ　

職
員
課
・
内

線
１
３
３
１
（
定
員
に
つ

い
て
は
、
企
画
課
・
内
線

１
４
２
５
）
ま
で
。

（2）昇任試験の実施の状況（平成22年度）
合格者受験者受験資格対象職層区　分

3人3人主事職の経験が 8年以上で、年齢が 37歳以上主事職主任職昇任試験

5人10人主事職の経験が 6年以上で、年齢が 28歳以上 37歳未満主事職係長職昇任試験A
3人3人主任職の経験が 1年以上で、年齢が 38歳以上 50歳未満主任職係長職昇任試験B
0人0人主任職の経験が 1年以上で、年齢が 50歳以上主任職係長職昇任試験C
5人10人係長職の経験が 5年以上で、年齢が 34歳以上係長職課長職昇任試験

注）いずれの試験も昇任年月日は、平成 23年 4月 1日です。

3　職員の給与の状況

（1）人件費の状況（平成22年度一般会計決算）
人件費率
Ｂ／Ａ

人 件 費
Ｂ実質収支歳 出 額

Ａ
住民基本台帳人口
23年3月31日現在

16.0％4,332,736千円 670,927千円27,032,768千円83,413人
注 1）人件費には、特別職に支給される給料及び報酬を含みます。
注 2）数値は、平成 22年度地方財政状況調査の数値です。

（2）職員給与費の状況（平成22年度一般会計決算）
1人当たり
給与費
Ｂ／Ａ

給　　　　　与　　　　　費職員数　Ａ
22年4月1日
現　在 計　 Ｂ期末・勤勉手当職員手当給　料

千円千円千円千円千円 人
6,6012,699,741635,461405,9731,658,307409

注 1）職員手当には、退職手当を含みません。
注 2）国民健康保険、下水道、区画整理、介護保険、後期高齢者医療の各事業については、
特別会計となりますので、上記の数値には含みません。

（3）ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）
「ラスパイレス指数」とは、国家公務員の
給与水準を 100 とした場合の地方公務員の
給与水準を示す指数です。

22年21年区分

100.3100.5東大和市

103.1103.6東 京 都

（5）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
　　（平成23年4月1日現在）

技能労務職一般行政職
区　分 平均年齢

（歳）
平均給与月額
（円）

平均給料月額
（円）

平均年齢
（歳）

平均給与月額
（円）

平均給料月額
（円）

49.5
440,295

361,74642.3
450,395

329,342東大和市
429,633385,574

47.1
415,615

304,13042.5
467,372

331,172東 京 都
－－

49.5321,662283,86242.3397,723327,205国
注 1）平均給料月額とは、職員の基本給の平均です。
注 2）平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間
外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。このうち、上段は、これらのすべての諸
手当込みのものであり地方公務員給与実態調査で明らかにしています。また、下段は、国家
公務員の平均給与月額には、時間外勤務手当、特殊勤務手当等が含まれていないことから、
比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。

（4）一般行政職給料表の状況（平成23年4月1日現在）　　　　　　　（単位：円）
5級4級3級2級1級

335,700286,600224,000200,400138,300
1 号 給 の
給 料 月 額

468,100451,800421,600396,800337,400
最高号給の
給 料 月 額
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  ⑥その他の手当（平成23年4月1日現在）
内容及び支給単価

手当名
国東京都東大和市

配偶者                13,000円
配偶者以外        　6,500円
特定期間の加算    5,000円

配偶者                13,500円
配偶者以外        　6,000円
特定期間の加算    4,000円

配偶者                13,000円
配偶者以外        　6,000円
特定期間の加算    3,700円

扶
養
手
当

借家　（最高）　27,000円世帯主等 　　　　8,500円
世帯主及びこれに準ずる職
員　　　　　 　 11,200円

住
居

手
当

交通機関利用者（6箇月定
期券額を支給、1箇月当た
りの支給限度額 55,000円）
交通用具使用者（通勤距離
に応じて 1箇月ごとに支給）

交通機関利用者（6箇月定
期券額を支給、1箇月当た
りの支給限度額 55,000円）
交通用具使用者（通勤距離に
応じて 6箇月分を一括支給）

交通機関利用者（6箇月定
期券額を支給）
交通用具使用者（通勤距離
に応じて 1箇月ごと支給）

通
勤
手
当

役職の区分別に定められた
額を支給（例　本府省課長
130,300円）

役職の区分別に定められた額
を支給（例　部長 126,900
円、課長 90,300円）

部長及び局長　   95,000円
参事　　　　　  83,000円
課長及び副参事  71,000円

管
理
職
手
当

（
特
別
調
整
額
）

役職の区分に応じて、6,000
円から 18,000円を支給（6
時間を超える勤務は 5割増）

役職の区分に応じて、4,000
円から 12,000円を支給（6
時間を超える勤務は 5割増）

参事（部長・局長）  12,000円
参事（上記以外）  10,000円
副参事　　　　  10,000円
（6時間を超える勤務は 5割増）

管
理
職
員
特

別
勤
務
手
当

勤務の態様に応じ、4,200
円から 20,000円を支給

勤務の態様に応じ、3,000
円から 30,000円を支給1回　　　　　   12,000円

宿
日
直

手
当

 ②退職手当（平成23年4月1日現在）　　　　　　　　　　　　　　（単位：月分）
国東京都東大和市

区　分
勧奨・定年普通勧奨・定年普通勧奨・定年普通

30.5523.5033.5024.2533.5024.25勤続 20年

支給率
41.3433.5043.5032.5043.5032.50勤続 25年

59.2847.5059.2049.7559.2049.75勤続 35年

59.2859.2859.2050.0059.2059.20最高限度額

－－
　千円
25,460
（36年 9月）

　千円
2,310
（6年 4月）

　千円
26,288
（38年 5月）

　千円
12,458

（22年 11月）

平成 22年度における 1
人当たり平均支給額
（ ）内は、平均勤続年数

注）退職手当の支給事務を共同処理するため、他の地方公共団体とともに退職手当組合を組
織しています。退職手当組合を構成する団体の退職手当の算定方式は、同じです。

 ④特殊勤務手当（平成23年4月1日現在）
31,888円支給職員 1人当たり平均支給年額（22年度決算）

17.4％職員全体に占める手当支給職員の割合（22年度決算）

8手当の種類（手当数）

支給単価主な支給対象業務手当の名称

1件 死体　5,000円
 病人　3,000円

行旅病人、行旅死亡人等の救護、死体等の収容
等の業務行旅死病人取扱手当

日額  1,000円感染症等の発生予防のための防疫作業防疫作業手当

日額  2,000円
毒物、劇物等を使用してそ族昆虫駆除作業また
は農作物消毒作業危険薬物取扱手当

日額      200円市税及び市税以外の収入の滞納整理の業務滞納整理事務手当

日額      200円
市税賦課に必要な所得または家屋の調査事務に
従事賦課調査事務手当

日額      200円
ケースワーカーの業務及び身体障害者の日常生
活訓練、心身障害者の生活実習等の業務社会福祉業務手当

1件       300円犬・猫等の死体等の処理犬、猫等の死体処理手当

1回   1,000円風水震災等の非常時に緊急出動した場合災害時緊急出動手当

 ⑤時間外勤務手当
92,883千円支給実績（22年度決算）

229千円職員 1人当たり平均支給年額（22年度決算）

86,525千円支給実績（21年度決算）

188千円職員 1人当たり平均支給年額（21年度決算）

 ③地域手当（平成23年4月1日現在）
411,773円支給職員 1人当たり平均支給年額（22年度決算）

460人支給対象職員数

10％支給率

（6）職員の初任給の状況（平成23年4月1日現在）
  ①一般行政職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

国東京都東大和市区　　分

Ⅰ種 181,200
Ⅱ種 172,200181,200181,200大 学 卒

140,100142,700142,700高 校 卒

 ②技能労務職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
国東京都東大和市区　　分

137,200137,200137,200高 校 卒

（7）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成23年4月1日現在）
（単位：円）

経験年数 20年経験年数 15年経験年数 10年区　分

350,917該当者なし266,750大学卒
一般行政職

310,200該当者なし該当者なし高校卒

該当者なし該当者なし該当者なし高校卒技能労務職

（8）職員手当の状況
 ①期末・勤勉手当（平成22年度）　　　　　　　　　　　　　  　　（単位：月分）

国東京都東大和市
区分

計勤勉期末計勤勉期末計勤勉期末

1.950.701.251.950.501.451.950.4751.4756月期

2.000.651.352.000.501.501.950.4751.47512月期

－－－－－－0.01
（0.05）

－0.01
（0.05）3月期

3.951.352.603.951.002.953.91
（3.95）0.952.96

（3.0）
計

－－1,542千円1人当たりの
平均支給額

注 1）国、東京都、市のそれぞれに職制上の段階、職務の級等による加算措置があります。
注 2）（　）内は、平成 22年度の給与改定による削減額相当分を 3月期の期末手当を削減して
調整しましたが、その調整前の支給割合です。

（9）特別職等の報酬等の状況（平成23年4月1日現在）
給　料　月　額　等区　　分

859,200円（895,000円）市　長
給 
料 735,360円（766,000円）副市長

681,600円（710,000円）教育長
529,000円議　長報　

酬
484,000円副議長
458,000円議　員

（22年度支給割合）　6月期　　　1.95月分
12月期　　　1.95月分
3月期　　　0.05月分
計　　　　3.95月分

市　長
副市長
教育長

期
末
手
当

（22年度支給割合）　6月期　　　2.05月分
12月期　　　2.10月分
3月期　　　0.00月分
計　　　　4.15月分

議　長
副議長
議　員

　　　　　　　（算定方式）　　　  　　　　　　（支給時期）退
職
手
当

給料月額×支給率（400/100）×勤続年数　　　　任期ごと市　長
給料月額×支給率（300/100）×勤続年数　　　　任期ごと副市長
給料月額×支給率（250/100）×勤続年数　　　　任期ごと教育長

注 1）特別職の報酬等の額は、「東大和市特別職報酬等審議会」の答申に基づき条例で定められています。
注 2）市長及び副市長については「東大和市特別職職員の給与等の特例に関する条例」、教育長については
「東大和市教育委員会教育長の給与等の特例に関する条例」に基づき、平成 20年 4月 1日から平成 23年 4月
30日まで、それぞれ給料の 4％を減額するとともに、減額後の給料の額に基づいて期末手当を支給してい
ます。なお、（　）内は、減額前の給料月額です。
注 3）退職手当の支給事務を共同処理するため、他の地方公共団体とともに退職手当組合を組織していま
す。退職手当組合を構成する団体の退職手当の算定方式は、同じです。

4　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（1）職員の勤務時間、休憩時間等の概要
　職員の正規の勤務時間等は、次のとおりです。

週休日休憩時間正規の勤務時間
日曜日　　土曜日正午～午後 1時午前 8時 30分～午後 5時 15分

　なお、児童館・保育園など、上記の勤務時間等での割り振りが難しい職員は、別の割り振りになります。

（2）年次有給休暇の取得の状況
　労働基準法の規定に基づき、原則として1年に20日の有給休暇が与えられます。
　平成22年中の平均取得日数は、10.0日となっています。

5　職員の分限及び懲戒処分の状況

（1）分限処分の状況（平成22年度）
合計休職免職降任　　　　　　　　　　　　　種類事由　　　　　　　　　　　　　
0人0人0人勤務実績が良くない場合
4人4人0人0人心身の故障の場合
0人0人0人職に必要な適格性を欠く場合
0人0人0人廃職または過員を生じた場合
0人0人刑事事件に関し起訴された場合
4人4人0人0人合　　計

注 1）分限処分は、地方公務員法第 28条の規定により、公務能率を維持することを目的とし
て職員がその職責を十分に果たすことができない一定の事由がある場合に職員の意に反して
行う処分です。
注 2）人数は、当該年度に新たに処分を受けた職員数です。

（2）懲戒処分の状況（平成22年度）
合計戒告減給停職免職　　　　　　　　　　　　　　　　　種類事由　　　　　　　　　　　　　　　　　
0人0人0人0人0人法令等に違反した場合
0人0人0人0人0人職務上の義務に違反し、または職務を怠った場合
0人0人0人0人0人全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合
0人0人0人0人0人合　　計

注）懲戒処分は、地方公務員法第 29条の規定により、公務における規律と秩序を維持するこ
とを目的として、職員に法令等の違反等があった場合に行う処分です。
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�

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で

不
用
に
な
っ
た
り
、
利
用
さ
れ

ず
に
眠
っ
た
り
し
て
い
る
生
活

用
品
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め

に
「
生
活
用
品
交
換
情
報
提
供

制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
品
物
の
名
前
は
、

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
に
掲

示
し
ま
す
。
「
譲
っ
て
く
だ
さ

い
」
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
登
録
で
き
る
も
の　

①
家
具

類
②
楽
器
類
③
幼
児
用
自
転
車

④
ベ
ビ
ー
用
品
⑤
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ジ
ャ
ー
用
品
⑥
雑
貨
類

▽
登
録
で
き
な
い
も
の　

①
食

料
品
②
薬
品
類
③
動
物
・
植
物

④
貴
金
属
⑤
衣
類
⑥
書
籍
⑦
ガ

ス
器
具
⑧
自
転
車
（
幼
児
用
は

扱
い
ま
す
）・
電
動
車
い
す
⑨
電

気
製
品
（
電
池
を
含
め
燃
料
を

必
要
と
す
る
も
の
を
含
む
）

⑩
パ
ソ
コ
ン
⑪
そ
の
他
市
長
が

不
適
当
と
認
め
た
も
の

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

�
登
録
期
間
は
２
か
月
と
し
、

あ
っ
せ
ん
は
３
人
を
限
度
と
し

ま
す
。

�
譲
り
受
け
た
い
と
希
望
す
る

品
は
、
１
人
当
た
り
２
点
ま
で

と
し
、登
録
順
に
紹
介
し
ま
す
。

�
こ
の
制
度
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
意

識
や
善
意
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
譲
り
渡
し
は
無
料

で
お
願
い
し
ま
す
。

▽
申
込
み　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
１
ま
で
。

　

予
防
接
種
に
は
、
医
療
機
関

で
行
う
個
別
接
種
と
、
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
う
集
団
接
種

が
あ
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
を
受
け
る
時
は
、

「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健

康
」
等
の
説
明
書
を
必
ず
読
ん

で
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

け
い
れ
ん
（
ひ
き
つ
け
）
を

起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
脳

波
検
査
の
証
明
書
ま
た
は
診
断

書
を
、
心
臓
病
等
の
病
気
に
か

か
っ
て
い
る
方
は
「
予
防
接
種

を
受
け
て
も
よ
い
」
と
い
う
診

断
書
を
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

診
察
前
に
は
、
検
温
を
対
象

者
全
員
に
行
い
ま
す
。

〈
定
期
予
防
（
個
別
）
接
種
〉

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
１
期
／
生

後　

か
月
〜　

か
月
に
至
る
ま

１２

２４

で
の
間
に
あ
る
方

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
２
期
／
平

成　

年
４
月
２
日
〜
平
成　

年

１７

１８

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
３
期
／
平

成　

年
４
月
２
日
〜
平
成　

年

１０

１１

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
４
期
／
平

成
５
年
４
月
２
日
〜
平
成
６
年

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
／

生
後
２
か
月
〜
５
歳
未
満
の
方

／
接
種
回
数
は
、
１
回
目
の
接

種
を
開
始
す
る
年
齢
に
よ
る

（
１
回
〜
４
回
）
／
接
種
１
回

に
つ
き
自
己
負
担
額
一
、
〇
〇

〇
円
（
生
活
保
護
世
帯
等
は
無

料
）

子
宮 
頸 
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
／

け
い

中
学
１
年
生
〜
高
校
１
年
生
に

相
当
す
る
年
齢
／
３
回
接
種
／

接
種
１
回
に
つ
き
自
己
負
担
額

一
、
六
〇
〇
円
（
生
活
保
護
世

帯
等
は
無
料
）

〔
個
別
接
種
の
共
通
事
項
〕

　

接
種
に
あ
た
り
、
事
前
に
医

療
機
関
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
接
種
時
は
保
護
者
同
伴

が
原
則
で
す
／
予
診
票
（
２
枚

複
写
）、
母
子
健
康
手
帳
、
体
温

表
（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
１
期

・
２
期
の
場
合
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―
５
２
１

５６５

１
ま
で
。

■
健
康
づ
く
り
相
談
・
パ
ネ
ル

展
示

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保

険
者
に
必
要
な
医
療
費
の
支
給

を
行
う
ほ
か
、
保
健
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
無
料
の
健
康

づ
く
り
相
談
や
パ
ネ
ル
展
示
な

ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
役
所

に
お
越
し
の
際
は
、
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◎
健
康
づ
く
り
相
談

　

相
談
員
が
健
康
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。
骨
密
度
、

血
管
年
齢
の
測
定
も
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
当
日
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

月　

日
貅
・　

日
豺
午
前

１２

２２

２６

　

時
〜
正
午
及
び
午
後
１
時
〜

１０３
時
／
市
役
所
１
階　

会
議
室

１０１

／
両
日
と
も
午
前
・
午
後
各　
３５

人
（
当
日
先
着
順
）
／
相
談
員

東
京
都
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
の
保
健
師

◎
パ
ネ
ル
展
示

　

病
気
予
防
や
国
民
健
康
保
険

な
ど
に
関
す
る
展
示
を
行
い
ま

す
。

　
　

月　

日
貅
・　

日
豺
午
前

１２

２２

２６

９
時
〜
午
後
５
時
／
市
役
所
１

階
市
民
ロ
ビ
ー

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
保
険

年
金
課
・
内
線
１
０
２
１
ま
で
。

■
郷
土
博
物
館
か
ら

◎
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
冬
番
組

「
宇
宙
は
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
」

　

地
球
は
自
転
し
な
が
ら
太
陽

の
周
り
を
回
っ
て
い
ま
す
。
で

は
、
そ
の
速
さ
は
ど
の
く
ら
い

で
し
ょ
う
か
。
実
は
想
像
以
上

に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
動
い
て
い

ま
す
。
宇
宙
で
は
「
回
っ
て
動

く
こ
と
で
安
定
し
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
紹

介
し
ま
す
。
前
半
は
季
節
の
星

空
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

月　

日
貍
〜
平
成　

年
３

１２

１７

２４

月　

日
豸
〔
休
館
日
は
除
く
。

１１

　

月　

日
（
祝
日
）
及
び　

日

１２

２３

２４

貍
は
す
べ
て
ク
リ
ス
マ
ス
投
影

に
変
わ
り
ま
す
〕
／
平
日
は
午

後
３
時
か
ら
。
土
・
日
曜
日
と

祝
日
は
午
前　

時
、
午
後
１
時

１１

及
び
３
時
か
ら
／
観
覧
料　

大

人　

円
、
小
・
中
学
生　

円
／

２００

１００

投
影
途
中
で
の
入
退
場
は
で
き

ま
せ
ん
。

◎
季
節
の
投
影
「
ク
リ
ス
マ
ス

の
星
空
」

　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
聴
い

た
り
、星
座
を
紹
介
し
た
り
、今

年
の
天
文
の
話
題
を
振
り
返
り

ま
す
。
職
員
が
直
接
お
話
し
す

る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

月　

日
（
祝
日
）・　

日
貍

１２

２３

２４

午
前　

時
・
午
後
１
時
・
３
時

１１

か
ら
（
各
回　

分
程
度
）
／
各

５０

回　

人
（
当
日
先
着
順
）
／
観

１００
覧
料　

大
人　

円
、
小
・
中
学

２００

生　

円
／
投
影
途
中
で
の
入
退

１００
場
は
で
き
ま
せ
ん
／
こ
の
日
の

冬
番
組
「
宇
宙
は
ノ
ン
ス
ト
ッ

プ
」
の
投
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査

は
、
統
計
法
で
定
め
ら
れ
た
産

業
関
連
統
計
の
最
も
基
本
的
な

調
査
で
す
。
日
本
の
全
産
業
分

野
の
経
済
活
動
の
状
況
を
明
ら

か
に
し
、
事
業
所
や
企
業
を
対

象
に
し
た
各
種
統
計
調
査
の
精

度
向
上
に
資
す
る
名
簿
情
報
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
・

企
業
を
対
象
に
実
施
さ
れ
、「
経

済
の
国
勢
調
査
」
と
言
え
る
も

の
で
す
。

　

活
動
調
査
で
は
、
平
成　

年
２１

に
実
施
し
た
基
礎
調
査
で
得
ら

れ
た
情
報
を
活
用
し
、
売
上
高

や
費
用
等
の
経
理
項
目
の
把
握

に
重
点
を
置
い
た
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

統
計
法
に
よ
り
、
調
査
を
受

け
る
人
に
は「
報
告
義
務
」
を
、

調
査
を
す
る
人
に
は
「
守
秘
義

務
」
が
規
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
調
査
票
の
内
容
は
、
統

計
作
成
の
目
的
以
外
に
は
使
用

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
１
２
ま
で
。

経
済
セ
ン
サ
ス 

│

活
動
調
査
っ
て 

な
に
？ 

経済センサス─ 

　　　　　　　活動調査 

平成24年2月1日 

を実施します 

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
３
期
と
４
期
は
、
平
成　

年
２４

度
末
ま
で
実
施
す
る
予
防
接
種

で
す
。
対
象
の
方
は
お
早
め
に

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
・
百
日
せ
き
）
／
１
期
初

回
（
３
回
接
種
） 

生
後
３
か

月
〜
７
歳
６
か
月
に
至
る
ま
で

の
間
に
あ
る
方
／
１
期
追
加

（
１
回
接
種
） 

初
回
接
種
終
了

後
、
１
年
以
上
あ
け
て
か
ら
７

歳
６
か
月
に
至
る
ま
で
の
間
に

１
回
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

二
種
混
合
２
期
（
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風
）
／　

歳
〜　

歳

１１

１３

未
満
の
方

Ｂ
Ｃ
Ｇ
／
生
後
３
か
月
〜
６
か

月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
方

※
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
接
種
期
間
が
短
い

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
本
脳
炎
１
期
／
３
歳
〜
７
歳

６
か
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ

る
方
／
初
回
接
種
（
２
回
）
／

追
加
接
種
（
１
回
） 

初
回
接

種
終
了
後
、
１
年
以
上
あ
け
て

か
ら
７
歳
６
か
月
に
至
る
ま
で

の
間
に
１
回
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

※
勧
奨
の
中
止
で
１
期
及
び
１

期
追
加
の
接
種
が
完
了
し
て
い

な
い
方
（
平
成
７
年
６
月
１
日

〜
平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

１９

の
方
）
に
つ
い
て
は
、
制
度
改

正
に
よ
り
、　

歳
未
満
の
方
の

２０

接
種
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

〈
任
意
予
防
（
個
別
）
接
種
〉

　

国
の
助
成
事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
／
生
後
２
か
月

〜
５
歳
未
満
の
方
／
接
種
回
数

は
１
回
目
の
接
種
を
開
始
す
る

年
齢
に
よ
る
（
１
回
〜
４
回
）

／
接
種
１
回
に
つ
き
自
己
負
担

額
一
、
〇
〇
〇
円
（
生
活
保
護

世
帯
等
は
無
料
）

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
郷
土

博
物
館
�　

―
４
８
０
０
ま
で
。

５６７

■
１
月
の
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

ば
　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
担
当
保
育
士
が
集
会
所

な
ど
に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

育
児
や
子
ど
も
の
発
達
な
ど

に
つ
い
て
も
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

０
歳
〜
３
歳
児
と
保
護
者
／

平
成　

年
１
月　

日
貂
は
さ
く

２４

１０

ら
が
お
か
児
童
館
。
平
成　

年
２４

１
月　

日
貂
は
か
み
き
た
だ
い

１７

児
童
館
。
平
成　

年
１
月　

日

２４

２５

貉
は
芋
窪
集
会
所
／
午
前　

時
１０

　

分
〜　

時　

分
／
当
日
直
接

３０

１１

４５

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
／
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�　
５６５

―
３
６
５
１
ま
で
。

等
に
重
い
病
気
の
あ
る
方

▽
接
種
期
間　
　

月　

日
貉
ま

１２

２８

で
。

▽
費
用　

１
回
接
種
当
た
り
二
、

二
〇
〇
円

※
生
活
保
護
受
給
者
等
の
方
は

無
料
と
な
り
ま
す
。
接
種
の
際

は
、
受
給
証
明
書
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
期
間
外
の

接
種
及
び
対
象
年
齢
以
外
の
方

は
実
費
と
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―
５
２
１
１
ま
で
。

５６５

　

市
で
は
、
今
年
度
の
高
齢
者

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

に
つ
い
て
、対
象
と
な
る
方
に
、

は
が
き
で
個
別
に
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
期
間
は
、　

月　

日

１２

２８

貉
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
早
め
の
接
種
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
対
象　

接
種
当
日　

歳
以
上

６５

の
方
及
び　

歳
以
上　

歳
未
満

６０

６５

の
方
で
心
臓
、 
腎 
臓
、
呼
吸
器

じ
ん

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 

◎
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー 

生
活
用
品
交
換
情
報
提
供
制
度 

「
譲
り
ま
す
」「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」 
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■
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
登
録

申
請
に
ご
協
力
を

　

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人

名
簿
は
、
平
成　

年
１
月
１
日

２４

現
在
で
作
成
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
毎
年
一
定
の
資
格
者
に
つ

い
て
、
確
認
・
調
整
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
次
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
に
は
登
録
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

該
当
す
る
方
で
登
録
申
請
書
が

届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

①
平
成
４
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
で
、　

ア
ー
ル

１０

以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る

方
②
前
記
①
の
該
当
者
と
同
居

し
て
い
る
親
族
で　

歳
以
上
、

２０

年
間　

日
以
上
農
業
に
従
事
し

６０

て
い
る
方
／
申
請
期
限　

平
成

　

年
１
月　

日
貂
／
農
業
委
員

２４

１０

会
事
務
局
（
市
役
所
１
階
、
産

業
振
興
課
内
）・
内
線
１
０
７
２

ま
で
。

■
償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め

に
　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家

屋
の
ほ
か
に
事
業
用
の
資
産

（
償
却
資
産
）
に
も
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

事
業
を
営
む
方
は
、
市
内
で

１
月
１
日
現
在
所
有
す
る
償
却

資
産
の
内
容
等
を
、
毎
年
１
月

　

日
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ

３１く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
該

当
す
る
方
は
、
お
早
め
に
課
税

課
（
市
役
所
１
階
）
へ
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
に
事
業
を
始
め

た
方
、
ま
た
昨
年
申
告
し
た
方

で
、
ま
だ
申
告
書
が
届
い
て
い

な
い
方
は
、
課
税
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
／
課
税
課
・
内
線

１
０
５
８
ま
で
。

■
冷
蔵
倉
庫
用
家
屋
を
探
し
て

い
ま
す

　

非
木
造
の
冷
蔵
倉
庫
用
家
屋

（
建
物
自
体
に
冷
蔵
機
能
を
備

え
、
保
管
温
度
が　

℃
以
下
に

１０

保
た
れ
て
い
る
倉
庫
）
に
つ
い

て
は
、
平
成　

年
度
分
の
固
定

２４

資
産
税
か
ら
、
一
般
の
倉
庫
と

比
較
し
て
家
屋
の
評
価
額
が
よ

り
早
く
減
価
す
る
計
算
方
法
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

冷
蔵
倉
庫
用
家
屋
の
現
状
把

握
を
行
う
た
め
、
該
当
家
屋
を

所
有
ま
た
は
使
用
し
て
い
る
方

は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

／
課
税
課
・
内
線
１
０
５
８
ま

で
。

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

〈
一
般
書
〉

�
日
本
人
が
知
っ
て
お
き
た

い
森
林
の
新
常
識田

中
淳
夫 
著

�
科
学
の
本
っ
て
お
も
し
ろ

い

科
学
読
物
研
究
会 
編
集

�
中
世
社
会
の
基
層
を
さ
ぐ

る　
  　
　
　
 
勝
俣
鎮
夫 
著

�
ア
イ
デ
ア
の　

％
９９

 
ベ
ル
ス
キ , 
ス
コ
ッ
ト 
著

�
砕
か
れ
た
大
地
に
、
ひ
と

つ
の 
場
処 
を

ば
し
ょ

佐
々
木
中 
著

〈
児
童
書
〉

�
す
ず
か
け
荘
の
ピ
ア
ニ
ス

ト　
　
　
  　
 
西
村
友
里 
作

�
海　
   　
 
松
岡
正
剛 
監
修

�
コ
コ
ロ
屋

梨
屋
ア
リ
エ 
作

�
さ
る
か
に

広
松
由
希
子 
文
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ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―
２
４
５
４
ま
で
。

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

□
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
東
大
和
子

ど
も
劇
場
）
／　

月　

日
午
後

１２

１８

２
時
〜
４
時
／
奈
良
橋
市
民
セ

ン
タ
ー
／
楽
し
い
ゲ
ー
ム
、
マ

ジ
ッ
ク
、
ケ
ー
キ
作
り
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す

／
■費
 
　

円
（
参
加
費
）
／
■問
 

東

３００

大
和
子
ど
も
劇
場　

―
８
９
３

５６３

４□
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
会
員
募
集

（
バ
イ
レ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
サ
ー
ク

ル
）
／
女
性
の
方
／
毎
週
水
曜

日
午
前　

時　

分
〜
正
午
（
月

１１

１５

３
回
）
／
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー

／
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
誰
で
も

出
来
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
行

っ
て
い
ま
す
／
■月
 

二
千
八
百
円

／
■問
 

青
山　

―
９
８
１
０
―
９

０９０

７
４
０

減塩は難しい？　
　私たちの食生活は、慣れ親しんだ日本食

や、手軽に使えるインスタント食品など塩

分の多い食べ物に囲まれているため、塩分

のとり過ぎになりがちです。塩分をとり過

ぎると、血液中のナトリウム濃度が高くな

り、それを薄めようとして体内の水分が多

くなり、血液の量が増えるために血圧が上

昇します。血圧が高いと血管への負担が大

きくなり、脳出血、脳梗塞、心不全といっ

た命に関わる疾病を引き起こす可能性が高

くなります。また、漬物や干物、たらこの

ような塩蔵食品を多くとると、胃の粘膜に

変化が起こり、胃がんになるリスクが高く

なることが分かってきました。したがって、

高血圧や胃がんの予防には塩分の摂取を最

小限にすることが重要となります。

　具体的な減塩方法としては、

①塩分の多い食品を食べる頻度を減らす

　たとえば、塩辛、練りうに、つくだ煮な

どは週１回以内に控える。干物や塩 鮭 など
ざけ

は、週１～２回以内にする。

②汁物の回数を減らす

　汁物を３食食べていた人は２食に、２食

食べていた人は１食に減らす。汁を少なめ

にして、野菜などの具をたくさん入れる。

③卓上 の醤油 やソースを控える
しょう

　卓上調味料を減塩のものに変える。かけ

ずに、小皿に入れてつけて食べる。卓上調

味料を置かない（使わない）。

④塩分の多い料理を食べる頻度を減らす

　ラーメン、カレー、焼きそば、丼物、に

ぎり 寿  司 など一皿料理は塩分が多いので、
ず し

食べる頻度を減らす。

　どうですか？ひとつでもできそうなこと

があったら、今日から減塩してみませんか。

　健康に関する相談・お問合せは、市立保

健センター�５６５-５２１１まで。

□
警
視
庁
〜
フ
ァ
ミ
リ
ー
自
転

車
教
室
／
警
視
庁
で
は
、
自
転

車
の
基
本
的
な
通
行
ル
ー
ル
の

知
識
を
学
ん
で
も
ら
う
自
転
車

教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
親

子
で
正
し
い
ル
ー
ル
を
学
ん
で

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

／
一
人
で
自
転
車
に
乗
る
こ
と

が
で
き
る
小
学
生
以
上
の
方
／

毎
月
第
４
日
曜
日
午
後
１
時
〜

３
時
（
８
月
と
雨
天
時
は
実
施

し
ま
せ
ん
）
／
警
視
庁
交
通
安

全
教
育
セ
ン
タ
ー
（
世
田
谷
区

喜
多
見
１
―
１
―
７
。
駐
車
場

あ
り
）
／
自
転
車
の
持
込
み
が

で
き
ま
す
。
貸
出
自
転
車
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
／
■申
 

警
視
庁
交

通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー　

―
３

０３

４
１
７
―
１
１
７
１
（
月
曜
日

は
除
く
。
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
）

※
凡
例　

■講
 

講
師
、
■費
 

費
用
、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

■
道
路
の
境
界
の
確
認
を

　

市
道
と
私
有
地
と
の
境
界
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
必
ず
土

木
課
（
市
役
所
２
階
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

家
の
建
替
え
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
築
造
等
の
際
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
市
道
と
の
境
界
を
確
認
し

て
か
ら
工
事
を
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、市
道
と
の
境
界
に
は
、

道
路
の
曲
が
り
角
ご
と
に
道
路

境
界
を
示
す
た
め
の
境
界
標

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト 
杭 
、
金
属
製

く
い

プ
レ
ー
ト
等
）
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
工
事
等
の
際
に
は
、

こ
れ
ら
を
動
か
し
た
り
、
壊
し

た
り
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
／
土
木
課
・
内
線
１
２
１
１

ま
で
。

■
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い

方
へ
〜
市
報
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
報
は
、
新
聞
の
朝
刊
（
朝

日
・
産
経
・
東
京
・
日
本
経
済
・

毎
日
・
読
売
新
聞
の
６
紙
）
に

折
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い

ご
家
庭
に
は
、
市
報
を
ご
自
宅

に
お
届
け
す
る
「
宅
配
サ
ー
ビ

ス
」
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
秘
書
広
報

課
・
内
線
１
４
１
１
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
東
京
都
耐
震
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
大
地
震
か
ら
私
た
ち
の
命
と

ま
ち
を
守
る
〜
１
人
ひ
と
り
が

行
動
を
起
こ
す
た
め
に
〜
」

　

都
で
は
、
平
成　

年
１
月　

２４

１１

日
貉
か
ら　

日
貍
ま
で
の
間
、

２１

２
０
１
２
冬
の
耐
震
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
と
し
て
次
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

○
耐
震
フ
ォ
ー
ラ
ム
＆
耐
震
個

別
相
談
会

　

平
成　

年
１
月　

日
貅
午
後

２４

１２

２
時
〜
５
時　

分
／　

人
（
要

３０

５００

予
約
）
／
都
庁
５
階
大
会
議
場

○
木
造
住
宅
、
ビ
ル
・
マ
ン
シ

ョ
ン
耐
震
改
修
工
法
等
展
示
会

及
び
個
別
耐
震
相
談
会

　

平
成　

年
１
月　

日
貅
〜　

２４

１９

２１

日
貍
午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

（　

日
は
午
後
５
時
ま
で
。
入

２１
退
場
自
由
）
／
新
宿
駅
西
口
広

場�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
都
市

整
備
局
建
築
企
画
課
�　

―
５

０３

３
８
８
―
３
３
６
２
ま
た
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.t

aish
in
.m
etro.tok

y
o.jp
/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
耐
震
診
断
助
成
制
度
解
説
・

ア
パ
ー
ト
を
発
電
所
に
！
セ
ミ

ナ
ー
＆
耐
震
実
務
相
談
会

　

平
成　

年
１
月　

日
貍
午
後

２４

１４

１
時
〜
５
時
／　

人
（
要
予
約
）

５００

／
都
庁
５
階
大
会
議
場
／
申
込

み　

日
本
地
主
家
主
協
会
�　
０３

―
３
３
２
０
―
６
２
８
１
へ
。

○
耐
震
化
実
践
ア
プ
ロ
ー
チ
セ

ミ
ナ
ー
＆
個
別
相
談
会

　

平
成　

年
１
月　

日
豸
午
後

２４

１５

１
時
〜
５
時
／　

人
（
要
予
約
）

５００

／
都
庁
５
階
大
会
議
場
／
申
込

み　

日
本
住
宅
建
設
産
業
協
会

�
０
１
２
０
―　

―　

へ
。

３６３

２３２

○
耐
震
化
・
建
替
相
談
会

　

平
成　

年
１
月　

日
貂
・　

２４

１７

１８

日
貉
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

（
要
予
約
）
／
都
議
会
議
事
堂

６
階
会
議
室
／
申
込
み　

東
京

共
同
住
宅
協
会
�　

―
３
４
０

０３

０
―
８
６
２
０
へ
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

◎
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
ご

協
力
を

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
募
金
は
高
齢
者
等
食
事
サ

ー
ビ
ス
事
業
や
、
ふ
れ
あ
い
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
な
ど
の
地
域

福
祉
活
動
費
と
し
て
使
わ
れ
ま

す
。
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
個

人
、
事
業
所
、
団
体
か
ら
の
募

金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
福
祉
祭
の
お
礼

　
　

月　

日
に
開
催
し
た
第　

１１

１３

３４

回
福
祉
祭
の
収
益
金
は
三
六
八

万
四
九
六
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
収
益
金
は
、
福
祉
の
充

実
と
発
展
の
た
め
に
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
一
一
八
万
八
、
〇
〇

〇
円
を
東
日
本
大
震
災
の
義
援

金
と
し
て
、
共
同
募
金
会
を
通

じ
被
災
地
へ
送
金
い
た
し
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
�　

―
０
０
１
２

５６４

へ
。



市役所� ５６３ � ２１１１（代） 2 0 1 1 ・ 1 2 ・ 1 5
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

 

●東大和新春演歌祭り
　 ふれあい演歌ライブ
　平成２４年１月１５日豸午後１
時３０分開演／大ホール　全席
指定 ／２,５００円（友 の 会２,２５０円）
／ 出演　真木ことみ、藤原浩、
永井みゆき、千花有黄、黒木
姉妹、高木ちえ美
　新春を彩る、６組の演歌歌
手の共演。
●吉田兄弟「三味線だけの世
界」
　平成２４年２月１１日（祝日）午
後５時開演／大ホール　全席
指定 ／４,８００円（友の会４,３００円）
／出演　吉田良一郎、吉田健
一
　津軽三味線の兄弟奏者とし
て名高い吉田兄弟のコンサー
ト。力強く、そして繊細な津

チケット発売中の自主事業

軽三味線の演奏です。

 

●和の香の素晴らしきドラマ
を知る（人気講座につきお急
ぎください）
　平成２４年２月２６日豸午後１
時３０分～３時／会議室１・２
／１,５００円 ／ ３０人 （申込順）／講
師　稲坂良弘（㈱香十代表、
劇作家）／応募方法　住所、
氏名、年齢、電話番号、性別
を記入し、 はがき （〒２０７ - ００１３ 
東大和市向原 ６ － １ ）または
ファクス（５９０- ４４１２） でハミン
グホールまで。
　 伽  羅 ・ 沈香 ・ 白檀 といった

きゃ ら じんこう びゃくだん

香木の香りを知り、香の文
化、香に秘められたドラマを
味わう体験講座入門編です。
まずは気軽な気持ちで香に触
れてみてください。

 

●金管五重奏によるクリスマ
ス・コンサート
　１２月２１日 貉正午開演／入

参加者募集中のワークシ ョ ッ プ

ロビーコンサート

場無料／出演　石橋由衣（ト
ランペット）、森田小百合（ト
ランペット）、萩野谷美咲（ホ
ルン）、梅澤駿佑（トロンボ
ーン）、若松将正（チューバ）
／曲目「クリスマス　クラッ
カーズ」、「クリスマス　キ
ャロル」、チャイコフスキー
「くるみ割り人形セレクショ
ン」

 

　平成２４年１月１０日貂は施設
内停電検査のため、受付業務
も休業となります。ご注意く
ださい。

 

　市民を対象とした施設利用
申込みの調整会議は、平成２４
年１月５日貅午後１時３０分か
ら事務室で行います。

お知らせ

１月の施設利用の申込み
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古紙含有率 70％再生紙を使用しています �

■
所
得
税
源
泉
徴
収
票
が
送
付

さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
な
ど

の
老
齢（
退
職
）を
支
給
事
由
と

す
る
公
的
年
金
収
入
は
、
雑
所

得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
老
齢

年
金
な
ど
の
額
が　

歳
未
満
で

６５

　

万
円
以
上
、　

歳
以
上
で　

１０８

６５

１５８

万
円
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成

　

年
１
月
か
ら　

月
中
に
老
齢

２３

１２

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
全

員
に
、
平
成　

年　

月
か
ら
平

２３

１２

成　

年
１
月
ま
で
の
間
、
順
次

２４
源
泉
徴
収
票
を
送
付
し
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
票
は
、
二
つ
以
上

の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
及

び
、
年
金
以
外
に
所
得
の
あ
る

方
が
確
定
申
告
す
る
時
、ま
た
、

源
泉
徴
収
税
額
の
還
付
を
受
け

ら
れ
る
時
に
添
付
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ
た

場
合
は
再
交
付
が
で
き
ま
す
の

で
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た

は
、
立
川
年
金
事
務
所
ま
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
及
び
遺
族

年
金
に
つ
い
て
は
非
課
税
の
た

め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払

い
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　

口
座
振
替
に
よ
る
保
険
料
の

支
払
方
法
に
は
、
月
々
の
支
払

い
の
ほ
か
、
保
険
料
を
当
月
末

に
納
め
る
と　

円
割
引
さ
れ
る

５０

早
割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り

も
割
引
額
が
多
い
一
年
前
納
・

半
年
前
納
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
国
民
年
金

保
険
料
納
付
書
、
預
金
通
帳
、

預
金
通
帳
届
出
印
を
ご
持
参
の

う
え
、
金
融
機
関
ま
た
は
立
川

年
金
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
口
座
振
替
で

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
一

年
前
納
、
及
び
４
月
か
ら
９
月

ま
で
の
半
年
前
納
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
２
月
末
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
詫
び
と
訂
正

　
　

月　

日
号
に
掲
載
し
ま
し

１１

１５

た
「
国
民
年
金
だ
よ
り
」
の
３

段
目　

行
目
〜　

行
目
の
「
国

１１

１５

民
年
金
保
険
料
を
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
お
支
払
い
い
た
だ
け

ま
す
」
の
内
容
に
つ
い
て
一
部

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

４
月
〜
翌
年
３
月
の
一
年
前

（正）納
及
び
４
月
〜
９
月
の
半
年
前

納
を
希
望
す
る
場
合
は
、
２
月

末
ま
で
に
、
立
川
年
金
事
務
所

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

４
月
〜
平
成　

年
３
月
の
一

（誤）

２４

年
前
納
及
び
４
月
〜
９
月
の
半

年
前
前
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、

２
月
末
ま
で
に
、
立
川
年
金
事

務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号　

０
５
７
０ 

１

１
６
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　

分
（
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま

１５で
）

�
第
二
土
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―
０
３
５
２
ま
た
は

５２３

東
大
和
市
役
所
保
険
年
金
課
・

内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

ハミングホール 
東大和市民会館 

受付時間：午前9時～午後7時 
590-4411

申込対象月施設名
平成２５年１月大・小ホール
平成２４年７月その他の施設

�������������������������������������������������

あぼへぼ
　上仲原公園を通り過ぎたけやき通りの道沿い
に「あぼへぼ」のモニュメント（※）はありま
す。その不思議な名前に 惹 きつけられました。

ひ

漢字だと「 粟穂稗穂 」と書きます。その昔小正
あ ぼ へ ぼ

月に行われた行事で、 粟 や 稗 がたくさんとれる
あわ ひえ

ようにと祈願するものだったそうです。
　９本に割った竹の先に、かつの木（ヌルデ）、
にわとこの木、皮をむいた松の木をさし、葉の
ついた竹の枝を真ん中の切り口にさします。そ
こに一年１２か月をあらわす飾りを１２個つけ、そ
うしてできあがった「あぼへぼ」を庭先に積み
上げた堆肥の上に供えたそうです。
　実際に見てみたいと思いましたが、多摩地区
では比較的早い時期に姿を消したということで
願いは 叶 いませんでした。しかし、昭和５６年に

かな

芋窪で「あぼへぼ」を再現したことがわかり、
その様子を収めたビデオテープを見ることがで
きました。 鉈 や鎌を使って竹を割り、枝をそろ

なた

えます。丁寧な仕事でした。やがて晴れた庭先
の堆肥の上に「あぼへぼ」がすっきりと立てら
れました。
　粟は黄色くて小さなまんまるの粒です。稗は
さらに小さく黒みをおびた白色をしています。
多めの水加減で炊いて食べてみました。珍しさ
も加わりどちらも 美味 しく頂きましたが、それ

お い

でも当時の質素な食生活を思わずにいられませ
んでした。しかし折々の行事には特別のご馳走
があったことでしょう。どれほど楽しみだった
でしょうか。食べ物に感謝する心はそこからも
生まれるのではないかと思いました。
　江戸時代中期、粟は常食であり、稗は飢 饉 に

きん

備えて貯蔵するものでした。どちらもとても大
切な食料だったのです。食べ物を敬い、人知の
及ばない自然に畏敬の念を払うさまに深く感じ
入りました。（平成２３年度市民記者　森脇千春）
※市内に伝わる「よもやま話」等を主なテーマに２７
　か所設置したものである。

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

「ほん・本・Book」は7ページに掲載しています。

《今月の納期》 
　納期限　12月26日（月） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・国民健康保険税　　　　　　第6期 
・固定資産税・都市計画税 第3期   

・介護保険料　　　　　　　　第6期 

・後期高齢者医療保険料　　　第6期 


